
拝志小学校マスコットキャラクター
「ハイリン」



気づき、考え、よく動く児童の育成

教育目標

自ら学び、考えを広げ深める児童の育成
－自他を大切にする協働的な学び合いを通して－

研究主題



地域に還し、地域と
ともに学ぶ教育活動

次の学びを生み出す
授業改善

Ⅰ 主題設定の理由

互いを尊重し合う支持的風土のある集団

自他の大切さを認め合う人権感覚の高い児童

自ら学び、考えを広げ深める児童の育成



自他を大切にする協働的な学
び合いを推進することにより、
自ら学び、考えを広げ深める
児童を育てる。

Ⅱ 研究の目的



自他の思いを大切にし、協働的に学び合う場を効果的に設定すると
ともに、次の学びにつながる振り返り活動の充実を図れば、自ら学
び、考えを広げ深めようとする児童が育つであろう。

Ⅲ 研究の仮説１

協働的に学び
合う場の設定

次の学びにつ
ながる振り返
り活動

自ら学び、
考えを広げ
深めようと
する児童



多様な他者との関わりの中で、互いに協力し高め合う仲間づくりや、各
教科等の学びや地域社会とのつながりを実感させるカリキュラム・マネ
ジメントの実践・改善を行うことにより、児童は見通しをもって、主体
的・協働的に学習に取り組むことができるであろう。

Ⅲ 研究の仮説２

互いに協力し、
高め合う仲間
づくり

主体的・協
働的に学習
に取り組む
児童

カリキュラム・
マネジメントの
実践・改善

各教科等＋地域社会



Ⅳ 研究の内容
１ 主体的・対話的で深い学びを実現する授業づくり

（１） 育成する資質・能力を明確にした計画的な単元構想と

必要感のある課題提示の工夫

（２） 自ら問いを立て、学習課題・問題を追究する学習活動の工夫

（「ハイリンタイム」やICTの効果的な活用）

（３） 次の課題につながる振り返りの工夫

２ 地域とともに、豊かで思いやりあふれる心を育む仲間づくり

（１） 仲間意識に支えられた居心地の良い集団づくり

（２） 各教科等の学びや社会とのつながりを充実させる

カリキュラム・マネジメントの実践・改善

（３） 互いの思いや願いを大切にした家庭・地域との連携



１ 主体的・対話的で深い学びを実現する授業づくり
（１） 育成する資質・能力を明確にした計画的な単元構想と必要感のある課題提示の工夫

外国語科：CAN-DOリストによる逆向き設計の単元構成

身に付けさせたい
資質・能力

単元構想



（１） 育成する資質・能力を明確にした計画的な単元構想と必要感のある課題提示の工夫

１ 主体的・対話的で深い学びを実現する授業づくり



本時のまとめ「めあて」と「まとめ」をつなげる

１ 主体的・対話的で深い学びを実現する授業づくり
（１） 育成する資質・能力を明確にした計画的な単元構想と必要感のある課題提示の工夫



（２） 自ら問いを立て、学習課題・問題を追究する学習活動の工夫

友達の方を向い
て、伝わる声の大
きさで発言しよう。

「似ています。」（ぼく
の考えと似ているよ。
きちんと反応しよう。）

ア 学び合う姿勢の意識化

１ 主体的・対話的で深い学びを実現する授業づくり



ハイリンタイム

イ 学習形態の工夫

１ 主体的・対話的で深い学びを実現する授業づくり
（２） 自ら問いを立て、学習課題・問題を追究する学習活動の工夫



ペア

グループ
全体

個人

イ 学習形態の工夫

１ 主体的・対話的で深い学びを実現する授業づくり
（２） 自ら問いを立て、学習課題・問題を追究する学習活動の工夫



道徳科
教材分析シート

１ 主体的・対話的で深い学びを実現する授業づくり

「道徳分析シート」の
教職員研修の様子

ウ 子どもの「なぜ？」を生み出す発問

（２） 自ら問いを立て、学習課題・問題を追究する学習活動の工夫



道徳科

え、それは
どういうこと
だろう・・・。

こんなとき
はどうした
らいいのか
な。

１ 主体的・対話的で深い学びを実現する授業づくり

ウ 子どもの「なぜ？」を生み出す発問

（２） 自ら問いを立て、学習課題・問題を追究する学習活動の工夫



１ 主体的・対話的で深い学びを実現する授業づくり

エ ICTの活用

（２） 自ら問いを立て、学習課題・問題を追究する学習活動の工夫



１ 主体的・対話的で深い学びを実現する授業づくり

エ ICTの活用

（２） 自ら問いを立て、学習課題・問題を追究する学習活動の工夫



道徳科

１ 主体的・対話的で深い学びを実現する授業づくり

シンキングツール（座標軸）

（２） 自ら問いを立て、学習課題・問題を追究する学習活動の工夫

エ ICTの活用



（３） 次の課題につながる振り返りの工夫

１ 主体的・対話的で深い学びを実現する授業づくり

主体的な視点

対話的な視点

深い学びに

つながる視点



（３） 次の課題につながる振り返りの工夫

道徳科での振り返りの視点

１ 主体的・対話的で深い学びを実現する授業づくり

【よりよい生き方について振り返らせる視点】
・今日の授業でいいな、と思ったことはありますか。
・これから大切にしていきたいことは何ですか。

【多面的・多角的な考え方について振り返らせる視点】
・友達の考えで「なるほど」と思ったことはありますか。
・今までの自分の考えと変わったところはありますか。
・自分の考えが広がったり、深まったりしたことはあり
ますか。

【自分とのかかわりについて振り返らせる視点】
・登場人物と似たような思いをしたことはありますか。



（３） 次の課題につながる振り返りの工夫

１ 主体的・対話的で深い学びを実現する授業づくり

次時のめあ
てに生かす



２ 地域とともに、豊かで思いやりあふれる心を育む仲間づくり
（１） 仲間意識に支えられた居心地の良い集団づくり

○○さんが
進んで黒板
をきれいにし
ていて、すて
きだと思いま
す。

ありがとう＆ほめほめタイム（帰りの会） 友達のすてきをみつけよう（学級活動）



（１） 仲間意識に支えられた居心地の良い集団づくり

なかまタイム
（朝学習）

２ 地域とともに、豊かで思いやりあふれる心を育む仲間づくり



（１） 仲間意識に支えられた居心地の良い集団づくり

愛顔なかま大作戦
（全校）

２ 地域とともに、豊かで思いやりあふれる心を育む仲間づくり



「なかま集会」（思いやりグリーン）

（１） 仲間意識に支えられた居心地の良い集団づくり

困ったら相談しましょう。

なかよし遊び（なかよしピンク）

２ 地域とともに、豊かで思いやりあふれる心を育む仲間づくり



あいさつ運動（あいさつイエロー）

ありがとうの木（ありがとうレッド）

（１） 仲間意識に支えられた居心地の良い集団づくり

進んでミッション（すすんでブルー）

２ 地域とともに、豊かで思いやりあふれる心を育む仲間づくり



（１） 仲間意識に支えられた居心地の良い集団づくり

２ 地域とともに、豊かで思いやりあふれる心を育む仲間づくり

なかま集会R６年度版



２ 地域とともに、豊かで思いやりあふれる心を育む仲間づくり
（２） 各教科等の学びや社会とのつながりを充実させるカリキュラム・マネジメントの実践・改善



（２） 各教科等の学びや社会とのつながりを充実させるカリキュラム・マネジメントの実践・改善

【地域人材活用表】

２ 地域とともに、豊かで思いやりあふれる心を育む仲間づくり

【月行事予定への記載】



子どもの未来を語る会

人間関係を深め、安心して
生活、学習ができる
場づくりが必要である。

学校からも、もっとたくさんの
情報を発信していきたい。

（３） 互いの思いや願いを大切にした家庭・地域との連携

ア コミュニティースクールの推進

２ 地域とともに、豊かで思いやりあふれる心を育む仲間づくり



イ 地域協働活動の充実

読み聞かせ活動 全校給食での見守り活動見守り隊活動

地域のこと、
学校のこと、
楽しくお話し
ましょう。

２ 地域とともに、豊かで思いやりあふれる心を育む仲間づくり
（３） 互いの思いや願いを大切にした家庭・地域との連携



ウ 道徳ファイルの持ち帰り

２ 地域とともに、豊かで思いやりあふれる心を育む仲間づくり
（３） 互いの思いや願いを大切にした家庭・地域との連携



エ 学年だより・HPでの紹介

２ 地域とともに、豊かで思いやりあふれる心を育む仲間づくり
（３） 互いの思いや願いを大切にした家庭・地域との連携

保護者の方の感想や、児童へのメッセージ



学校を楽しくする調査結果＊１年生は抽出していません。Ⅴ 研究の考察



学校を楽しくする調査結果＊１年生は抽出していません。Ⅴ 研究の考察



学校生活アンケート（学校評価）Ⅴ 研究の考察

授業で友達と一緒に考えたり話したりしていますか。



58

56

5

7

Ｒ６ ７月

Ｒ５ ９月

友達の役に立とうとしていますか。（一部抜粋）

よくしている・している あまりしていない・していない （人）

R６ ９月

なかまアンケート結果 ＊１年生は抽出していません。
（令和５年度９月～令和６年度９月）

Ⅴ 研究の考察



56

49

7

14

R6 ７月

R5 ９月

今の自分が好きですか。（一部抜粋）

とても好き・好き あまり好きではない・好きではない （人）

R6 ９月

なかまアンケート結果 ＊１年生は抽出していません。
（令和５年度９月～令和６年度９月）

Ⅴ 研究の考察



R6  1学期末

R5  学期末

同じ学年や他の学年となかよくしている。

そう思う・どちらかといえばそう思う あまり思わない・ぜんぜん思わない

６２ １２

７６７

（人）

学校生活アンケート（学校評価）Ⅴ 研究の考察

R５ ７月

R６ ７月



学校生活アンケート（学校評価）Ⅴ 研究の考察

R５ ７月

R６ ７月



【仮説１について】道徳科を中心に、全教科でねらいを明確にした単
元構成や必要感のある課題提示、ハイリンタイムや振り返りの視点を意
識して授業を構成することで、自ら学び主体的・対話的に学びを広げ、
深めようとする児童が育ってきている。

次の学びにつ
ながる振り返
り活動

自ら学び、
考えを広げ
深めようと
する児童

効果的

Ⅵ 成果

協働的に学び
合う場の設定



【仮説２について】一人ひとりを大切にした仲間づくりを行うとと
もに、各教科等の学びや地域社会とのつながりを実感させるカリュ
ラム・マネジメントの実践・改善を行うことにより、児童の自己肯
定感や自己有用感、他者に対する思いやりの気持ちの高まりが見ら
れ、主体的・協働的に学び合おうとする態度の育成につながった。

互いに協力し、
高め合う仲間
づくり

カリキュラム・
マネジメントの
実践・改善

各教科等＋地域社会
主体的・協
働的に学習
に取り組む
児童

効果的

Ⅴ 研究の考察



Ⅵ 今後の課題

次の学びにつながる振り返りの質をさらに高める研究○

〈仮説１〉



Ⅵ 今後の課題

家庭・地域との双方向性のある継続的な連携の在り方○

〈仮説２〉

学校から発信

今度は私たちが昔遊
んでいた遊びを教え
てあげたいなあ。

地域の方の思いから授業を構想


